
社
会
医
療
法
人
石
州
会 

六
日
市
病
院 

病
院
長 

谷
浦 

博
之 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

皆
様
、

は

じ

め

ま
し
て
。

六

日

市

病

院

の

谷

浦

と

申

し

ま

す
。
こ
の
機
関
紙
の
読
者
の
皆
様
の
中
に

は
、
六
日
市
病
院
が
ど
こ
に
あ
る
か
さ
え

わ
か
ら
な
い
方
々
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
と

思
い
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
病
院
の
紹

介
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

ま
ず
、
自
己
紹
介
で
す
。
私
は
愛
媛
県

大
洲
市
の
出
身
で
す
が
、
島
根
医
科
大
学

の
２
期
生
と
し
て
、
昭
和
58
年
に
卒
業
し
、

そ
の
後
、
母
校
の
第
２
外
科
教
室
に
入
局

い
た
し
ま
し
た
。
当
時
、
新
設
大
学
病
院

は
県
内
に
研
修
先
が
あ
ま
り
な
い
た
め
、

九
州
の
福
岡
県
に
あ
る
飯
塚
病
院
で
約
３

年
間
の
研
修
後
、
母
校
に
戻
り
、
大
学
病

院
や
県
内
の
病
院
に
て
数
年
間
勤
務
し
た

後
、
平
成
８
年
よ
り
、
当
六
日
市
病
院
に

勤
務
し
て
お
り
ま
す
。 

 

六
日
市
病
院
の
あ
る
、
鹿
足
郡
吉
賀
町

は
人
口
７
０
０
０
人
の
、
大
学
の
あ
る
出

雲
市
か
ら
は
遠
く
離
れ
た
（
車
で
約
３
時

間
半
）
西
南
部
に
位
置
し
て
お
り
ま
す
。

広
島
県
と
山
口
県
の
県
境
に
接
す
る
町
で
、

す
ぐ
近
く
に
中
国
自
動
車
道
が
通
っ
て
い

ま
す
の
で
、
そ
の
お
か
げ
で
、
広
島
市
内

ま
で
約
１
時
間
、
山
口
市
内
ま
で
約
１
時

間
、
福
岡
県
博
多
ま
で
約
２
時
間
で
行
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

当

院

は

一

般

病

床

60

床
、
医

療

療

養

病

床

１

８

０

床
、
介
護
療

養
病
床

39

床
、
合
計
２

７

９

床

に

て
運
営
を
し
て
お
り
ま
す
。
常
勤
医
師
は

６
名
、
そ
の
う
ち
当
直
を
行
っ
て
い
る
医

師
は
私
を
含
め
て
４
名
で
す
。
少
な
い
人

数
で
は
あ
り
ま
す
が
、
島
根
大
学
な
ど
か

ら
非
常
勤
医
師
派
遣
や
当
直
医
師
の
応
援

を
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、
楽
し
く
日
々
の

診
療
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

当
院
の
特
徴
と
し
て
は
、
周
囲
約
１
時

間
の
距
離
内
に
他
の
病
院
が
な
い
た
め
、

す
べ
て
の
疾
患
の
初
期
治
療
を
担
当
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ

し
て
ト
リ
ア
ー
ジ
の
後
、
当
院
で
診
る
こ

と
の
で
き
な
い
患
者
さ
ん
は
、
１
時
間
以

上
離
れ
た
高
次
機
能
病
院
に
紹
介
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
大
変
で
は
あ
り
ま
す

が
、
地
域
の
救
急
患
者
さ
ん
を
診
る
こ
と

が
「
地
域
医
療
の
根
幹
」
と
考
え
て
お
り

ま
す
の
で
、
救
急
対
応
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
患
者
さ
ん
の
処
置
に
関
す
る
技
術

と
知
識
の
習
得
に
は
良
い
場
所
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
た
だ
、
私
自
身
は
消
化
器
外

科
出
身
で
す
し
他
の
医
師
も
、
経
験
豊
富

な
救
命
医
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
当

院
で
は
、
Ａ
Ｈ
Ａ
（
ア
メ
リ
カ
心
臓
協
会
）

の

研

修

な

ど

を

定

期

的

に

開

催

し
て
、
す

べ

て

の

医

師

や

多

く

の

医

療

ス

タ

ッ

フ

が
世
界
標
準
の
技
術
と
知
識
を
当
地
域
の

患
者
さ
ん
に
提
供
で
き
る
よ
う
日
々
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
を
行
い
そ
れ
に
備
え
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
病
院
、
地
域
に
興
味
に
あ

る
医
師
な
ら
び
に
看
護
師
、
他
医
療
ス
タ

ッ
フ
の
皆
さ
ん
。
仲
間
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

域

医

地 

療

最

前

線

NO.35

◆地域医療最前線 NO.35《谷
たに

浦
うら
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ひろゆき
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地

域

か

ら

の

活

動

報

告 

雲南 

お
問
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せ
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事
務
部
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小
川
ま
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６
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奥
出
雲
町
立
奥
出
雲
病
院 

 
 

 
 

総
看
護
師
長 

景
山 

咲
子 

 

 

皆
様
は
じ

め
ま
し
て
。
私

の
働
く
病
院

は
、
中
国
山
地

の
山
懐
に
抱

か
れ
た
１
５

８
床
の
急
性

期
＋
療
養
型
の
町
立
病
院
で
す
。
病
院
で

は
10
月
17
日
に
迫
っ
た
『
第
５
回
病
院

祭
』
に
向
け
て
、
準
備
を
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
病
院
と
し
て
住
民
の
皆
様
に
、
病

院
を
身
近
に
感
じ
て
頂
く
為
に
始
ま
っ
た

こ
の
病
院
祭
で
す
が
、
前
回
か
ら
職
員
も

一
緒
に
楽
し
む
雰
囲
気
に
変
わ
っ
て
き
ま

し
た
。
当
日
は
み
ん
な
私
服
で
参
加
し
、

た
く
さ
ん
の
パ
ネ
ル
や
展
示
等
、
各
部
署

が
趣
向
を
凝
ら
し
ま
す
。
看
護
部
の
喫
茶

コ
ー
ナ
ー
に
は
手
作
り
パ
ン
や
ク
ッ
キ
ー
、

和
菓
子
等
が
並
び
、
抹
茶
席
で
は
着
物
姿

の
職
員
や
浴
衣
を
着
た
子
供
達
に
よ
る
接

待
が
あ
り
、
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
地
域
の

皆
様
と
の
会
話
も
弾
み
ま
す
。
恒
例
『
ま

ち
の
保
健
室
』
に
は
医
師
を
始
め
、
技
術

系
、
事
務
系
の
職
員
に
も
応
援
を
依
頼
し

ま
す
。
今
年
は
新
築
移
転
十
周
年
な
の
で
、

内
容
を
吟
味
し
て
い
る
最
中
で
す
。 

さ
て
、
当
院
も
多
く
の
自
治
体
病
院
と

同
様
、
厳
し
い
状
況
で
の
病
院
運
営
を
し

て
お
り
、
特
に
医
師
不
足
は
深
刻
で
す
。

看
護
師
不
足
も
慢
性
化
し
て
お
り
、
看
護

師
の
平
均
年
齢
は
40
歳
、
産
休
・
育
休
も

常
に
一
割
程
度
あ
る
の
で
、
現
場
の
マ
ン

パ
ワ
ー
不
足
は
一
向
に
改
善
さ
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
中
で
入
院
基
本
料
10
対
１
を
維
持

す
る
為
の
看
護
体
制
の
変
更
を
企
画
し
、

工
程
表
に
沿
っ
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
今

は
移
行
期
な
の
で
煩
雑
で
す
が
、
き
っ
と

３
年
後
に
は
、
こ
の
看
護
体
制
が
安
定
す

る
は
ず
・
・
と
思
っ
て
い
る
所
で
す
。 

 

ス
ト
レ
ス
の
多
い
毎
日
、
擦
り
切
れ
な

い
為
の
ヒ
ン
ト
は
「
仕
事
を
楽
し
む
姿
勢
」

で
す
。
当
院
の
医
療
安
全
委
員
会
で
は
５

年
前
か
ら
年
に
１
～
２
回
参
加
型
の
、
要

因
分
析
研
修
会
を
し
て
い
ま
す
。
実
際
の

イ
ン
シ
デ
ン
ト
事
例
を
元
に
職
員
が
寸
劇

を
し
、
多
職
種
で
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
し

て
、
対
策
立
案
を
し
ま
す
。
又
医
療
安
全

標
語
を
募
集
し
、
優
秀
作
品
に
は
イ
ラ
ス

ト
を
描
き
、
一
枚
の
ポ
ス
タ
ー
と
し
て
１

ヵ
月
交
替
で
各
部
署
に
掲
示
し
、
医
療
安

全
意
識
の
高
揚
に
効
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。 

感
染
委
員
会
を
は
じ
め
、
各
種
委
員
会
の

活
動
も
活
発
で
、
緩
和
ケ
ア
委
員
会
も
今

年
か
ら
『
が
ん
サ
ロ
ン
』
を
立
ち
上
げ
た

と
こ
ろ
で
、
地
域
住
民
を
巻
き
込
ん
で
の

今
後
の
発
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

最
近
、
看
護
職
養
成
機
関
の
某
先
生
と

話
す
機
会
が
あ
り
、
看
護
師
不
足
の
現
状

を
話
す
と
「
奥
出
雲
病
院
は
底
力
が
あ
る

か
ら
！
」
と
の
言
葉
、
と
て
も
嬉
し
く
感

じ
ま
し
た
。
職
員
一
人
一
人
の
底
力
で
支

え
ら
れ
て
い
る
奥
出
雲
病
院
、
医
師
・
看

護
師 

募
集
中
！
で
す
。
風
光
明
媚
な
高

台
に
位
置
し
、
電
子
カ
ル
テ
も
導
入
８
年

目
を
迎
え
、
職
域
を
越
え
た

チ
ー
ム
ー
ク
の
良
さ
が

強
み
で
す
。
ぜ
ひ
一
度
病

院
見
学
に
お
い
で
下
さ

い
。
職
員
一
同
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。 

   

地
域
住
民
と
協
働
に
よ
る 

病
院
づ
く
り
を
目
指
し
て 

公
立
雲
南
総
合
病
院 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

石
原 

忍 

 
 

 
 

 
 

 

雲
南
市
を
中
心
に
展
開 

さ
れ
て
い
る
、
地
域
医
療 

を
守
る
自
主
活
動
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。 

 

医
師
不
足
を
中
心
に
大
変
厳
し
い
状
況

に
直
面
し
て
い
る
公
立
雲
南
総
合
病
院
を
、

地
域
の
住
民
が
支
え
て
行
こ
う
と
い
う
思

い
か
ら
、
昨
年
、「
が
ん
ば
れ
雲
南
病
院
市

民
の
会
（
雲
南
市
大
東
町
を
中
心
と
す
る

組
織
）
」
「
雲
南
病
院
を
支
え
よ
う
市
民
の

会
（
雲
南
市
加
茂
町
を
中
心
と
す
る
組

織
）
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
会
で
は

こ
れ
ま
で
、
病
院
と
の
意
見
交
換
、
病
院

勤
務
医
に
よ
る
講
演
会
等
を
開
催
し
、
病

院
の
実
情
や
勤
務
医
の
実
態
に
つ
い
て
、

住
民
側
の
理
解
を
求
め
る
活
動
な
ど
を
行

っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
積

極
的
に
地
域
住
民
が
病
院
に
参
画
し
て
い

る
医
療
機
関
の
視
察
を
合
同
で
行
う
な
ど
、

住
民
側
の
関
わ
り
方
や
病
院
側
の
受
入
れ

方
に
つ
い
て
、
お
互
い
に
学
ぶ
こ
と
も
始

め
て
い
ま
す
。
こ
の
住
民
組
織
が
で
き
た

こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
住
民
と

の
接
点
が
無
か
っ
た
病
院
関
係
者
が
、
少

看 

護 

師 

さ 

ん 

の 

ペ 
― 

ジ 

NO.15 



高

校

生

向

け

の

取

り

組

み 

第 4 回雲南の地域医療を考えるシンポジウム

の様子（雲南市大東町 平成21年 7月開催 ）

医学科への進学について

考えている

38%

迷っている

40%

あまり考え

てない

17%

その他　2%

全く考えて

ない　3%

医療の仕事に興味を持ったか

非常に
63%

まあまあ
34%

なし　3%

し
ず
つ
地
域
と
触
れ
合
え
る
よ
う
に
な
り
、

大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が
で
き
、

大
変
あ
り
が
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
活
動
を
契
機
に
、
念
願
の

「
病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
」
が
本
年
５

月
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
会
で
も
、

住
民
組
織
の
方
々
が
中
心
と
な
り
輪
が
拡

が
り
、
現
在
20
名
を
超
す
皆
さ
ん
に
ご
登

録
い
た
だ
き
、
職
員
と
い
っ
し
ょ
に
、
病

院
周
辺
の
美
化
活
動
や
、
イ
ベ
ン
ト
開
催

時
の
準
備
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
９
月
１
日
か
ら
開
所
し
た
院
内

保
育
所
（
ほ
た
る
キ
ッ
ズ
）
で
す
が
、
そ

の
開
所
に
向
け
て
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

さ
ん
と
職
員
が
一
致
協
力
し
て
準
備
を
進

め
て
き
ま
し
た
。 

 

こ
の
他
に
も
、
平
成
18
年
か
ら
年
１
回
、

住
民
対
象
の
「
地
域
医
療
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

（
雲
南
地
域
医
療
を
考
え
る
会
主
催
）
を

開
催
し
、
医
療
を
取
り
巻
く
厳
し
い
実
情

を
訴
え
な
が
ら
、
住
民
と
共
に
今
後
の
地

域
医
療
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
て
い
く

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
参
加
者
か
ら
は
、「
医
療
現
場
の
実

情
が
聞
け
て
良
か
っ
た
」
、
「
自
分
も
医
療

に
携
わ
る
職
に
就
き
た
い
と
思
っ
た
」
、

「
今
後
も
是
非
続
け
て
欲
し
い
」
な
ど
の

意
見
を
寄
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
様
々
な
団
体
が
地
域
医

療
を
守
る
活
動
を
始
め
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
病
院
と
し
て
も
、
今
後
、
積
極
的

に
地
域
に
出
て
行
き
、
住
民
の
意
見
を
し

っ
か
り
受
け
止
め
、「
地
域
住
民
と
協
働
に

よ
る
病
院
づ
く
り
」
、
「
地
域
に
選
ば
れ
る

病
院
」
を
目
指
し
て
行
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。 

 

医
師
不
足
が
深
刻
な
問
題
と
な
る
中
、

将
来
医
師
等
を
目
指
す
生
徒
を
増
や
そ

う
！
と
、
進
路
選
択
の
時
期
と
な
る
高
校

生
を
対
象
に
、
地
域
医
療
や
医
療
現
場
の

仕
事
内
容
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
た

め

の

事

業

を

実

施

し

て
い
ま
す
。 

一
つ
は
、

平
成

18

年

度

か

ら

夏

季

と

春

季

の

年

２

回

実

施

し

て

い
る
「
高
校

生

医

療

現

場

体

験

セ

ミ
ナ
ー
」
。

今
夏
は
、
隠

岐
病
院
、
公

立

雲

南

総

合
病
院
、
大

田

市

立

病

院
と
共
催
で
開
催
し
、
高
校
１
年
か
ら
３

年
ま
で
の
43
名
の
生
徒
が
参
加
し
ま
し

た
。
各
病
院
で
は
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
内

容
が
用
意
さ
れ
、
生
徒
達
は
、
医
師
、
看

護
師
、
検
査
技
師
の
方
達
か
ら
、
仕
事
の

魅
力
や
大
変
さ
な
ど
を
じ
か
に
感
じ
、「
プ

ラ
イ
ド
を
持
っ
て
生
き
生
き
と
仕
事
を
さ

れ
て
い
て
、
医
療
へ
の
興
味
が
さ
ら
に
湧

い
た
」
な
ど
率
直
な
感
想
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
し
た
。 

も
う
一
つ
は
、「
夢
実
現
進
学
チ
ャ
レ
ン

ジ
セ
ミ
ナ
ー
」
。
こ
れ
は
、
医
学
部
や
難
関

理
系
大
学
進
学
を
目
指
す
高
校
２
年
生
を

対
象
に
し
た
３
泊
４
日
の
勉
強
合
宿
で
、

県
教
育
委
員
会
「
し
ま
ね
学
力
向
上
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環
と
し
て
、
今
年
初
め

て
の
開
催
。
合
宿
３
日
目
に
は
、
島
根
大

医
学
部
で
手
術
部
の
見
学
や
縫
合
手
技
の

体
験
、
現
役
医
師
か
ら
の
体
験
談
な
ど
を

通
し
、
医
療
に
携
る
魅
力
や
醍
醐
味
を
見

て
・
聴
い
て
・
感
じ
て
も
ら
い
、
進
路
目

標
の
一
つ
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
し
て
も
ら
う

も
の
で
す
。 

                   夢現実進学チャレンジセミナー参加者 67 名に聞きました!! 

高校生医療現場体験セミナーの様子 



 

NO.2 

地
域
医
療
支
援 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
養
成 

島根県で勤務していただける方を紹介してください 

友人・知人等に島根県での勤務を希望される医師がおられましたら、是非ご紹介ください。ご紹介いただいた医

師へは、医療機関の情報等を提供し、県内での勤務を支援します。 

医師募集・地域医療ツアー参加者募集 

島根県は県内で勤務いただける医師を求めています。全国どこへでも専任の医師が出張し、具体的な相談に応じ

ます。 また、地域医療の視察ツアーを実施しています。旅費は県が負担します。お気軽にお問い合わせください。 

「赤ひげバンク」の登録者のみなさんへ                         

住所等に変更があった場合は、メールでお知らせいただくと助かります。   携帯からの問い合わせはこちら 

 

〒690-8501  松江市殿町１番地 島根県医療対策課医師確保対策室 

    TEL 0852-22-6684  FAX 0852-22-6040  

 E-Mail iryou@pref.shimane.lg.jp   

ホームページ：http://www.pref.shimane.lg.jp/iryotaisaku/ 

医学生地域医療実習の意見交換会終了後の懇親会 

医
学
生
・
若
手
医
師
向
け
の 

取
り
組
み 

研
修
で
学
ん
だ
ト
リ
ア
ー
ジ
・
タ
ッ
グ
↑

地
域
医
療
に
携
る
こ
と
へ
の
意
欲
を
持

っ
た
若
者
が
一
人
で
も
多
く
育
っ
て
く
れ

る
こ
と
を
願
い
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

【
医
療
対
策
課 

藤
井
】 

 

医
学
生
や
研
修
医
等
の
県
内
定
着
を
目

指
し
た
取
り
組
み
と
し
て
、
今
夏
実
施
し

た
事
業
を
報
告
し
ま
す
。 

「
医
学
生
地
域
医
療
実
習
」
は
、
医
学

生
を
対
象
に
、
離
島
や
中
山
間
地
へ
泊
り

が

け

で

行
き
、
地

域

を

実

際

に

肌

で
感
じ
、

島

根

の

地

域

医

療

の

魅

力

を

学

ん

で

も

ら

う

も

の
で
す
。 

県

内

保

健

所

の

コ

ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
に
よ
り
、
訪
問
診
療
や
救
急

外
来
の
実
習
、
地
域
の
福
祉
施
設
の
見
学

な
ど
、
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
用
意
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
回
は
27
名
が
参
加
し
、
地

域
医
療
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。
最
終
日

の
意
見
交
換
会
で
は
、｢

地
域
住
民
に
安
心

を
与
え
ら
れ
る
医
師
に
な
り
た
い｣

「
地
域

医
療
の
実
態
に
触
れ
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

が
上
が
っ
た
」
な
ど
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。 

「
若
手
医
師
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
研
修

会
」
は
、
研
修
医
、
医
学
生
や
指
導
医
な

ど
約
50
名
が
参
加
。
第
一
部
は
、
筑
波
大

学
附
属
病
院
水
戸
地
域
医
療
教
育
セ
ン
タ

ー
の
小
林
裕
幸
先
生
の
講
演
で
、「
日
本
で

求
め
ら
れ
る
ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト
の
魅
力
と

は
」
が
テ
ー
マ
。
家
庭
医
な
ど
、
地
域
で

初
期
治
療
を
担
う
医
師
の
養
成
の
状
況
に

つ
い
て
問
題
提
起
を
さ
れ
ま
し
た
。
第
二

部
で
は
「
い
ざ
と
い
う
時
に
役
立
つ
災
害

医
療
の
基
礎
知
識
」
が
テ
ー
マ
。
島
大
附

属
病
院
救
急
部
の
畑
倫
明
先
生
を
講
師
に
、

出
雲
市
駅
前
で
の
災
害
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

ト
リ
ア
ー
ジ
の
実
践
研
修
が
行
わ
れ
ま
し

た
。 

 
 

 
 

【
医
療
対
策
課 

藤
井
】 

 

８
月
31
日
よ
り
、
新
メ
ン
バ
ー
が
加
わ

り
４
名
で
、
地
域
医
療
実
習
８
週
間
が
始

ま
り
ま
し
た
。
前
半
４
週
は
島
根
大
学
附

属
病
院
で
、
後
半
は
県
内
の
病
院
・
診
療

所
、
保
健
所
、
老
人
保
健
福
祉
施
設
な
ど

で
、
地
域
医
療
の
現
場
を
実
際
に
見
学
し
、

必
要
な
知
識
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
修
得
す
る
と

い
う
も
の
で
す
。 

病

院

実

習

で
は
、
医
療
現

場
で
懸
命
に

働
く
職
員
の

姿
、
仕
事
に
対

す
る
熱
い
思

い
や
、
地
域
医

療
を
支
え
る

医
師
の
養
成

が
行
わ
れ
て

い
る
現
場
を

直
接
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
卒

後
臨
床
研
修
セ
ン
タ
ー
で
は
、
２
年
目
の

研
修
医
と
座
談
会
（
写
真
）
が
あ
り
、「
研

修
先
を
選
ぶ
き
っ
か
け
は
○
○
先
生
が
い

る
か
ら
」
な
ど
、
彼
ら
の
輝
い
て
い
る
目

が
印
象
的
で
し
た
。
地
域
医
療
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
の
役
割
を
模
索
し
な
が
ら
の

毎
日
で
す
。 

 
 

 
 

 
 
 

【
吉
田
】 


